
JIS案作成計画一覧 資料2

No JIS
制定／
改正／
廃止

n
JIS案の名称

（廃止の場合は，現行
JISの名称）

JIS案の英文名称
（廃止の場合は，現行

JISの英文名称）
制定・改正・廃止する理由（必要性） 期待効果 規定項目又は改正点

制定・改正に伴う
廃止JIS

対応する国際規格番号及び名
称

対応する国際規格との対応の
程度

選定基準1
（JIS法第2条の産業標準化の対

象）

選定基準2
（JIS法第1条の法律の目的）

選定基準3
（産業標準化の利点・欠点）

選定基準4
（国が主体的に取り組む分野の

判断基準）

選定基準5
（市場適合性に関する判断基

準）
素案作成者

1 JIS 改正 X6305-2 識別カードの試験方法
－第２部：磁気ストライプ
付きカード

Identification cards－
Test methods－Part 2：
Cards with magnetic
stripes

この規格は、磁気ストライプの特性評価の試験方法を規定してい
る。次の理由によって、利用者の混乱を避け、理解を深めることを
目的とした改正が必要である。

・現行規格の適用範囲では、JIS X 6302-2（識別カード－記録技
術－第２部：磁気ストライプ－低保磁力）の附属書JAに規定する
おもて面磁気ストライプ付き識別カードの試験方法は含まない様
に読み取れるが、JIS X 6302-2の附属書JAでは試験方法の参照
規格としてこの規格を参照している。この規格は、JIS X 6302-2の
附属書JAに規定するおもて面磁気ストライプ付き識別カードの試
験方法として一部適用可能である。
・対応国際規格ISO/IEC 10373-2の2015年の改訂において、二つ
の図で示されていた書込みヘッドの電流の波形の図を、利用者が
理解し易いように一つの図に統合している。
・対応国際規格の2015年の改訂において、ヒステリシス曲線を描
画する際の値の取り方が誤っていたため、正しい方法に訂正した
上で、図の差替えを行っている。

この規格を改正することで、利用者の試験方法に対する理解を深
めることができ、磁気ストライプ付きカードの品質の確保・向上及
び互換性の確保・向上が期待できる。

主な改正点は、次のとおり。

・適用範囲（箇条1） JIS X 6302-2の附属書JAに規定するおもて面磁気ストラ
イプ付き識別カードの試験方法を含まないと読み取れるところを、含むと読め
るように変更する。
・引用規格（箇条2） 対応国際規格の改訂に伴い、ISO/IEC 7811-8、ISO/IEC
8484を追加する。
・試験方法（箇条5） 対応国際規格の改訂に伴い、図14を一つに要約する。
・試験方法（箇条5） 対応国際規格の改訂に伴い、ヒステリシス曲線の描画方
法を変更する。

なし ISO/IEC 10373-2:2015,
Identification cards-Test
methods-Part 2: Cards with
magnetic stripes

IDT 第2条の該当号：
　第4号（試験方法）

対象事項：
　識別カード

法律の目的に適合している。 利点：
　ア、ウ、オ

欠点：
　いずれも該当しない。

－ １．国際標準をＪＩＳ化するなどの
場合

一般社団法人ビジネス機械・情報シス
テム産業協会

2 JIS 改正 X6932 カラー電子写真式プリン
タ及びプリンタ複合機の
トナーカートリッジ印刷可
能枚数測定方法

Method for the
determination of toner
cartridge yield for colour
printers and multi-
function devices that
contain printer
components

この規格は、カラー電子写真式プリンタ及びプリンタ複合機のト
ナーカートリッジ印刷可能枚数測定方法を目的として作成されたも
のであり、この規格の基となった対応国際規格はISO/IEC
19798:2006である。
当該対応国際規格は、その後の業界の動向、作業の明確化を目
的として2017年1月に改訂され、Ed.3（ISO/IEC 19798:2017）が発
行されている。
この規格の測定手法による公表値の精度を上げ、使用者への信
頼性向上に繋げるために、対応国際規格の改正点（右記参照）を
このJISに取り込み、新技術の導入及び測定方法を明確化する必
要がある。

この規格をISO/IEC 19798:2017のIDTとして改正することによっ
て、国際的に共通な印刷可能枚数の測定データが普及し、製造
者・試験機関及び使用者に対し利便性の向上及び信頼性の高い
公表値へと繋げることが期待できる。

主な改正点は、次のとおり。

・新技術導入：4.1下準備
　改訂：「印刷設定が両面印刷になっていたら、片面連続に直す」を追加。
　理由：最近の機種は、省資源対応で、デフォルトが「両面印刷」になっている
場合があるので、これを、規定の片面連続印刷動作で行うよう設定を変更す
る必要があるため。
・試験方法改訂：附属書C（規定）報告書見本
　改訂：プリンタのファームウェアバージョン　の記録の追加
　理由：プリンタのファームウエアが、印刷可能枚数測定データに影響がある
場合があるので、この条件を明確化しておく必要があるため。
・試験方法改訂：附属書D JIS X 6931(モノクロ電子写真式プリンタ及びプリン
タ複合機のトナーカートリッジ印字可能枚数測定方法）との比較方法
　改訂：参考から規定に変更
　理由：この附属書での測定方法を規定とすることによって、規定項目不足に
よるデータ信頼性の低下を防ぐため。

なし ISO/IEC 19798:2017,
Information technology -- Office
equipment -- Method for the
determination of toner cartridge
yield for colour printers and
multi-function devices that
contain printer components

IDT 第2条の該当号：
　第4号（測定方法）

対象事項：
　トナーカートリッジ

法律の目的に適合している。 利点：
　ア、エ、コ

欠点：
　いずれも該当しない。

ー １．国際標準をＪＩＳ化するなどの
場合

一般社団法人ビジネス機械・情報シス
テム産業協会
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No JIS
制定／
改正／
廃止

規格番号
JIS案の名称

（廃止の場合は，現行
JISの名称）

JIS案の英文名称
（廃止の場合は，現行

JISの英文名称）
制定・改正・廃止する理由（必要性） 期待効果 規定項目又は改正点

制定・改正に伴う
廃止JIS

対応する国際規格番号及び名
称

対応する国際規格との対応の
程度

選定基準1
（JIS法第2条の産業標準化の対

象）

選定基準2
（JIS法第1条の法律の目的）

選定基準3
（産業標準化の利点・欠点）

選定基準4
（国が主体的に取り組む分野の

判断基準）

選定基準5
（市場適合性に関する判断基

準）
素案作成者

3 JIS 改正 B9527 情報技術－事務機器－
プリンタの仕様書様式－
第２部：クラス３及びクラ
ス４プリンタ（ページプリ
ンタ）

Information technology-
Office equipment-
Minimum information to
be included in
specification sheets-
Printers-

今回の改正は ISO/IEC 17629:2014の改正を反映したISO/IEC
11160-2:2019 との整合化と，加えて 2013年（平成25年） に 政令
第36号にて公布された エネルギーの使用の合理化等に関する法
律施行令の改正 を反映するために行う。ISO/IEC 11160-2:2019
には現状のプリンタに適応した項目、試験方法が盛り込まれてお
り、JIS B 9527をこれに整合させて、市場の実態に即した改正を行
う必要がある。また政令第36号にて公布された エネルギーの使用
の合理化等に関する法律施行令の改正はプリンタの製造業者が
遵守しなければならない必須の項目であるために本規格に盛り込
む必要がある。

a)対応国際規格と整合をとった規定とすることで，近年の技術発
展への対応及び使用者による仕様比較がより容易になる。
b）製造業者間の適正なる競争を促進する。

主な改正点は、次のとおり。
①項目2.1ウォームアップタイム、項目2.2リカバリータイム、項目2.3ファースト
プリントアウトタイム、項目2.5印刷生産性
上記4項目はISO/IEC 11160-2:2019で改正された項目であり、本規格で整合
性を取った。
これらの項目は全て試験方法の変更であり、使用者が誤解することなく公正
に仕様比較ができるように試験方法を改定した。

②項目9.7エネルギー消費効率
政令第36号にて公布された エネルギーの使用の合理化等に関する法律施
行令の改正にともない、本項目を追加した。

なし ISO/IEC 11160-2:2013
Information technology — Office
equipment- Minimum information
to be included in specification
sheets - Printers — Part 2: Class
3 and Class 4 printers

IDT 第2条の該当号：
　第1号（性能）

対象事項：
　プリンタ

法律の目的に適合している。 利点：
　イ、カ

欠点：
　いずれも該当しない。

－ １．国際標準をＪＩＳ化するなどの
場合

一般社団法人ビジネス機械・情報シス
テム産業協会

4 JIS 制定 － 情報技術 — ユーザイン
タフェース — 音声命令 —
第2部：構築と検査

Information technology —
User interfaces ― Voice
commands — Part 2:
Constructing and testing

音声命令は既に情報通信機器において利用されているが，今後
はカーナビゲーションシステムや家電分野において急激な利用拡
大が見込まれる。しかしながら，その音声命令は製品分野毎及び
製品開発を行うメーカ毎に様々であった為，情報技術における音
声命令について，音声命令の発音上の要求事項と音声認識シス
テムの性能評価方法を定めたISO/IEC 30122-2“音声命令-第2部
(構築と検査)”が2017年2月にIS発行された。今般の規格制定に伴
い，そのJIS化を行うことにより，国内の関係者に早急に周知させ
るのが今回の制定の目的である。特に，今後急速に利用拡大が
進む情報通信機器や家電分野では，音声命令として最低限必要
な条件を統一することは重要であり，早急なJIS化が必要である。

JISとして制定されることにより，情報通信技術や家電分野におい
て音声命令の音響的・技術的な品質が保たれ，音声命令の更な
る普及が期待できる。

主な規定項目は，次のとおり。
　・構築と検査
　　　-　枠組み
　　　-　発音
　　　-　設計原理
　　　-　検査方法

なし ISO/IEC 30122-2:2017
Information technology - User
interfaces - Voice commands -
Part 2: Constructing and testing

IDT 第2条の該当号：
　第2号、4号（設計方法、検査方
法）

対象事項：
　情報通信機器、カーナビゲー
ションシステム、家電等の製品

法律の目的に適合している。 利点：
　ア、ウ、カ

欠点：
　いずれも該当しない。

－ １．国際標準をＪＩＳ化するなどの
場合

一般社団法人ビジネス機械・情報シス
テム産業協会

5 JIS 制定 － 情報技術 — ユーザイン
タフェース — 音声命令 —
第3部：翻訳及び地域対
応

Information technology —
User interfaces ― Voice
commands — Part 3:
Translation and
localization

音声命令は既に情報通信機器において利用されているが，今後
はカーナビゲーションシステムや家電分野において急激な利用拡
大が見込まれる。しかしながら，その音声命令は製品分野毎及び
製品開発を行うメーカ毎に様々であった為，情報技術における音
声命令について，音声命令を多言語に対応させるための指針を
定めたISO/IEC 30122-3“音声命令-第3部(翻訳及び地域対応)”
が2017年2月にIS発行された。今般の規格制定に伴い，そのJIS化
を行うことにより，国内の関係者に早急に周知させるのが今回の
制定の目的である。特に，今後急速に利用拡大が進む情報通信
機器や家電分野では，音声命令として最低限必要な条件を統一
することは重要であり，早急なJIS化が必要である。

JISとして制定されることにより，情報通信技術や家電分野におい
て音声命令の多言語対応の品質が保たれ，音声命令の更なる普
及が期待できる。

主な規定項目は，次のとおり。
　・翻訳及び地域対応
　　　-　枠組み
　　　-　互換性
　　　-　単語や語句の決定方法

なし ISO/IEC 30122-3:2017
Information technology - User
interfaces - Voice commands -
Part 3: Translation and
localization

IDT 第2条の該当号：
　第2号（設計方法）

対象事項：
　情報通信機器、カーナビゲー
ションシステム、家電等の製品

法律の目的に適合している。 利点：
　ア、ウ、カ

欠点：
　いずれも該当しない。

－ １．国際標準をＪＩＳ化するなどの
場合

一般社団法人ビジネス機械・情報シス
テム産業協会
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